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「地域のみんなが主役！身近な街づくり」 
パンフレット
　街づくり条例を活用し、地域で街づくりを
進める方法や流れなどを説明した冊子です。
　総合庁舎本館1階区政情報コ
ーナー・6階都市整備課で配布
するほか、区Ｈ（コード❷）でご
覧になれます。

　区には、区民の皆さんが日頃感じる地域の問題をきっかけに、具体
的な街づくりの取り組みにつなげる仕組みを定めた地域街づくり条例
があります。
　身近な住環境で気になっていることなど、地域の皆さんで話し合っ
てみませんか。地域の交通手段や無電柱化などについて考える地域の
場にもなります。
　区は、皆さんの街づくりに関する活動を応援しています。気軽にご
相談ください。

問都市整備課街づくり調整係（☎5722－9714、Ｆ5722－9239）

身近な街づくり

❷

地域街づくり研究会の登録

　5人以上のグループで「街
づくり研究会」として登録す
ると、専門家の派遣や活動費
（印刷費、会場費など）の助成
が受けられます。

〈地域街づくり活動の始め方〉

こんな悩みありませんか？

地域街づくり団体の認定

　研究会の活動を地域に広げ、
皆さんで地域街づくり計画や地
域街づくりルールを考え、区と連
携して街の改善や街並みの保存
などに取り組むことができます。

応援します！

みどり豊かな
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　4月以降の接種について、6年3月まで無料での接種を継続します。
接種は、春から夏（5～8月）、秋から冬（9～12月）の期間に実施します。
そのうち5～８月の接種は、対象が高齢者など（下記参照）に限定され
ます。５～８月の対象外となるかたが、オミクロン株対応ワクチンを
未接種で接種を希望する場合は、5月7日までに接種してください。

4月以降の新型コロナワクチン接種に
ついてお知らせします

問新型コロナワクチン接種コールセンター　
（ふ0120－102－654、Ｆ5722−7048）

5〜8月の接種について
〈対象〉
①65歳以上のかた
②�5歳以上65歳未満のかたのうち、基礎疾患のあるかた、その他重
症化リスクが高いと医師が認めるかた（※1）
③医療機関や高齢者施設、障害者施設などに従事するかた（※1）
※1　�5〜8月に接種を希望するかたは、接種券発行の

手続きが必要です。手続き方法は区Ｈ（コード
❶）をご覧ください

〈接種券の送付時期〉
区分 接種券発送時期（予定）

①65歳以上のかた（※2） 4月21日
②③接種券発行の手
続きが必要なかた

4月10日までの受け付け 4月21日
4月11日以降の受け付け 準備出来次第、発送

※2　�接種可能な時期が近づいたかたへ順次発送します。また、手元に未
使用の接種券がある場合には、新たな接種券の送付はありません

〈接種回数・接種間隔〉
　1人1回限りで、直近の接種から3カ月後以降に接種可

〈接種期間〉
　5月8日〜8月31日

9〜12月の接種について
　追加接種可能な全ての年齢（5歳以上）のかたが対象となりますが、
国の具体的な方針が決まり次第、お知らせします。

初回接種が未完了のかたについて
　引き続き、5年度も接種することができます。

❶

ずっと もっと めぐろ区長コラム
目黒区長

　皆さん、こんにちは。区長の青木英二です。
　4月1日を迎え、いよいよ令和5年度が始まりました。

　先月13日、新型コロナウイルス対策としてのマスク着用が、屋
内外を問わず「個人の判断」に委ねられました。そして、4月1日
からは、学校においても基本的に着用を求めなくなります。そして、
来月8日からは、新型コロナウイルスの感染症法上の分類が季節性
インフルエンザと同じ5類に引き下げられることになります。
このように、本稿を執筆している3月中旬時点、我が国において

はウィズコロナ、アフターコロナに向けた取り組みが着実に進んで
います。これまで3年余り、私たちはコロナ禍との戦いを続けてき
ました。まだ、完全に終息したわけではなく、引き続き重症化リス
クの高いかたに対して、あるいは医療現場における配慮などは欠か
せませんが、社会活動の正常化が着々と図られていくことは、大変
喜ばしく思っています。

　さて、先月22日には、5年度予算案の審議が行われていた区議会
第1回定例会が閉会し、議会から予算案の承認をいただくことがで
きました。5年度予算に込めたメッセージは、「目黒を飛躍させる

未来創造予算」です。今日から始まる新年度は、長かったコロナ禍
を乗り越え、「さくら咲き　心地よいまち　ずっと　めぐろ」とい
う目黒のまちの将来像の実現に向けて、再び攻めに転じる1年にな
ります。
　これから1年、区は承認された予算を執行していくことになりま
すが、まずは気を緩めることなく、新型コロナウイルス感染症対策
や物価高騰対策を継続していきます。そして、未来を担う子どもを
育むための環境の充実にも注力するとともに、誰ひとり取り残すこ
となく、全ての区民の皆さんの福祉や健康を支え、快適なまちづく
りを推進していきます。さらに、今回、区報でも特集したゼロカー
ボンシティの達成に向けた取り組みも本格化させていきます。

　最後になりますが、昨年の4月1日号から、めぐろ区報は区内全
戸に配布しています。ちょうど1年が経過しましたが、今年度も区
民の皆さんのお役に立つさまざまな区政情報をお届けしていきます。
私は、めぐろ区報は区民の皆さんとともに作り上げていく広報紙で
ありたいと考えています。紙面に対するご要望やご意見などござい
ましたら、区にお寄せいただけますと大変幸いです。そして、今年
度もご愛読のほど、何卒よろしくお願いいたします。


